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条件反射制御法学会        ２０２０年 ２月１４日発信 

∞メール Ｎｏ.２２ 
 

 

会員の皆様 

 春の訪れが待ち遠しい昨今ですが、お元気でお過ごしでしょうか。 

さて、特定複合観光施設区域整備法(通称 IR 整備法、IR 実施法)が 2018 年 7

月に公布され、各地でカジノ建設を促進する動きとそれに反対する動きがありま

す。 

 様々な団体から統計等に基づいた声明が出されております。 

当学会は、反復する行動に対応する条件反射制御法と社会制度を研究してい

ることから、カジノ建設に関する状況に理事長声明を出したいと考えます。 

私は、これまで進めてきた条件反射制御法の実践において把握した、反復す

る行動が生じるメカニズムに基づいて、次の項に示す考えをもちます。それに対

して、皆様からご意見をいただき、私の考えを精錬したいと思います。 

皆様にご意見があれば、末尾に示す事務局のメールアドレスまでお送り下さ

るようお願いいたします。 

平井愼二 

 

 

カジノ建設に反対する 

 

ヒトの行動原理と賭博の性質を示し、カジノ建設について意見を述べる。 

動物においては、環境からの刺激に対して中枢が作用して反応が生じる。そ

の刺激と中枢作用、反応で構成されるのが反射であり、その反射の連鎖により行

動が司られる。 

動物がある行動により防御、摂食、生殖のいずれかに成功すれば、後にその

成功の前と同じ状況になったときにその成功までの行動を生じさせた反射連鎖が

強く作動するように、変化が起こる傾向、並びに動物がある行動により防御、摂

食、生殖のいずれにも失敗すれば、後にその失敗の前と同じ状況になったときに

その失敗までの行動を生じさせた反射連鎖がより弱く作動するように、変化が起

こる傾向をもつ群が生き残ってきた。 
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成功までの行動を生じさせた反射連鎖の再現性が強まらない傾向、並びに失

敗までの行動を生じさせた反射連鎖の再現性が弱まらない傾向をもつ群は絶滅し

た。 

過酷な自然を生き延びた現生の動物は、防御、摂食、生殖の成功につながっ

た行動を、正確に強い駆動性をもって再現する本能をもつ。 

ヒトも動物であり、動物と同様に反射で過去の生理的成功行動を再現する中

枢をもつ。この中枢はパヴロフにより第一信号系と名付けられた。また、その中

枢に加えて、ヒトのみが思考して未来の社会的成功行動を創造する第二信号系と

いう中枢をもつ。ヒトにおいては多くの場合、第一信号系による行動をときと場

所に応じて第二信号系が制御し、法律や文化に従い、社会と調和した行動ができ

る。 

本能の内、摂食本能が作動すると、生じる行動の最終では口腔に食物を入

れ、咀嚼し、嚥下するが、動物においては、それらの前には必ず狩猟あるいは採

集をする。つまり、狩猟採集も本能により生じる。 

現生の動物は進化において、本能が作動して狩猟採集行動が生じ、仮に失敗

して、さらに失敗を反復しても、その度に本能が作動して、成功するまで狩猟採

集行動が生じ、食物の獲得に至り、摂食して生き残った群である。ヒトもその一

種であり、狩猟採集行動を執拗に反復する本能をもつ。 

ヒトにおいて本能が作動する強さは個体間で差異がある。先天的な傾向も影

響するが、後天的には生まれた後の家庭内の不和、学校でのいじめ、自然災害や

事故、人間関係における緊張などの過酷な体験が多ければ、生きる方向の行動が

過度に生じやすい第一信号系をもつことになる。つまり、本能が作動じやすい。

そのようなヒトにおいては、さまざまな行動において第二信号系による制御を越

えて、第一信号系に司られた行動を反復し、古い歌詞にある「わかっちゃいるけ

どやめられない」状態に陥る可能性が高い。 

賭博は仮に失敗して、さらに失敗を反復しても、その後に成功に至れば、大

金が手に入るシステムである。 

従って、本能が作動しやすいヒトが賭博をすれば、賭博と同様の行動である

狩猟採集を司る本能が刺激され作動する。賭博に失敗しても、食物の獲得行動を

成功するまで行ってきた現生のヒトの第一信号系は作動し、賭博を執拗に反復す

るのである。賭博はヒトの本能に働きかけ、やってはいけないと「わかっちゃい

るけどやめられない」状態に陥らせるのである。 

そのような状態に陥ったヒトを作るべきでなく、まずは、賭博ができる施設

を今以上に増やしてはならない。 

平井愼二 
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事務局からのお知らせ 

 

CRCT を受けられる施設を公開しています 

 

条件反射制御法を受けたい方に、どこにいけばこの技法が受けられるかを伝

えるため、本学会のホームページで CRCT を受けられる施設を公開しています。 

▶ https://crct-mugen.jp/crct/ 

現時点で１４施設が掲載されています。今後も増えていくはずです。 

ご協力いただける方はメールで下記項目をお送りください。 

宛先：terauchi.mayumi.ng＠mail.hosp.go.jp 

 

１．貴施設名、所在地、電話番号、メールアドレス 

  （施設写真の掲載希望がございましたら画像データを添付してください） 

２．申込窓口（担当部署・担当者名等） 

３．ホームページＵＲＬ 

４．ＣＲＣＴを提供している場 

（例：入院病棟、外来、カウンセリングルーム、回復支援施設等） 

５．対象にしている疾病 

６．コンタクト方法（例：電話、E-mail、ＨＰ申込フォーム） 

７．施設の特長（フリーコメント なんでもどうぞ） 

 

 

条件反射制御法学術集会のご案内 

 

・条件反射制御法学会第九回学術集会（主催：条件反射制御法学会） 

  ２０２０年 ９月２６日（土）  会場：東京 

 

 

条件反射制御法に関する研修会・実地研修等のご案内 

 

 募集が開始されている研修会は、本学会のＨＰに案内が掲載されています。 

 

・第五回 条件反射制御法 四国研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２０年 ３月７日（土） 会場：高知城ホール 

現地事務局 高知県地域生活定着支援センター 
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・第一回 条件反射制御法 北陸研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２０年 ３月２７日(金) 会場：富山県民会館 

現地事務局 特定非営利活動法人愛和報恩会 

 

・第一回 条件反射制御法 甲信越研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２０年 ６月１９日(土) 会場：朱鷺メッセ 

現地事務局 新潟県地域生活定着支援センター 

 

・第二回 条件反射制御法 九州研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２０年 ７月１８日(土) 会場：未定(宮崎市内) 

現地事務局 宮崎 TS ネット 

 

・第七回 条件反射制御法 北海道研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２０年 ８月 １日(土) 会場：未定(札幌市内) 

現地事務局 医療法人社団ほっとステーション 

 

・条件反射制御法実地研修（主催：下総精神医療センター）   

２０２０年 ５月２５日（月）～ ５月２９日（金） 

２０２０年 ６月２２日（月）～ ６月２６日（金） 

実施場所：下総精神医療センター 

 

・第１２回 薬物乱用対策研修会（主催：下総精神医療センター）   

２０２０年 ７月１３日（水）から１５日（金）まで終日３日間 

会場：下総精神医療センター 

 

∞メールへのご投稿 

  

皆様からＣＲＣＴや信号系学説に関係する小論、ＣＲＣＴを用いての治療体

験あるいは回復した体験、実地研修の体験、他の学会で報告した感想、裁判でＣ

ＲＣＴの効果が認められた体験等に関して１６００字程度の報告をお待ちしてお

ります。学会事務局で選出して掲載いたします。 

事務局宛て（info@crct-mugen.jp）にご投稿ください。 

 

発行 

条件反射制御法学会事務局 
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